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読書バリアフリー講演会

プログラム

参加無料

講師

講師

【 主 催 】  　 沖縄県立図書館　奉仕班

WEBフォームまたはお電話にてお申込みください

担当：﨑山・仲尾・外間

098-894-5858

野口　武悟先生
講演１　野口武悟先生

『読書困難をかかえる人々』

『学校図書館×ICTを最大限に生かす』

質疑応答＆アンケート

専修大学 文学部ジャーナリズム学科 教授

 2006 年より現職。読書バリアフリ
ー、障害者サービス、子どもの読書活
動、電子図書館などを研究し、現在、
千代田区図書館評議会会長、小田原市
図書館協議会委員長、(公社)全国学校
図書館協議会編集委員会委員長なども
務める。

文字が読めない人たちは「すぐそばに」

読書バリアフリー法によって何が変わった？

これからの公共図書館に求めること

学校図書館にもとめられるもの

電子書籍がもたらす読書の未来

これからの学校行政に求めること

植村　八潮先生
専修大学 文学部ジャーナリズム学科 教授

2012年より現職。出版デジタル機構代
表取締役、日本出版学会会長、納本制
度審議会会長代理などを歴任。現在、
日本図書館協会常務理事。専門は出版
学。日本の電子書籍・電子図書館の研
究･普及･国際標準化に長らく携わり、
現在、読書バリアフリーに取り組む。

「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律(通称：読書バリアフリー法)」
が令和元年6月28日に施行され5年が経ちました。
この法律は、障害の有無に関わらず、すべての人が読書による文字・活字文化の恩
恵を受けられるようにするための法律です。

今回は読書においてもだれ一人取り残さない支援を考えるため
「文字を読むことに困難を感じている人」「学校図書館とICT化」「フレキシブルな
読書の未来」について専修大学より2人の専門家をお呼びして講演会を開催します。
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講演2　植村八潮先生

（代表）


